
【概要】

日本が朝鮮を統治下に置いた植民地時代、朝鮮総督府は、朝鮮人の日

本同化政策として社会の指導者層を対象とした内地（日本）視察を数多

く行った。その中の一つに 1920 年 10 月から 11 月にかけて行った慶尚

北道儒林団による内地視察がある。この視察団は 9 都市 63 カ所を視察

し、その中には東洋大学も含まれている。東洋大学では当時の境野学長

を中心として彼らの歓迎会を行った。本論文では、資料をもとに歓迎会

の模様を再現し、その背後にある東洋大学と朝鮮との関係を解明する。

１．はじめに

筆者の研究の関心の一つは近代における井上円了および東洋大学と朝

鮮との関連である。これまで書いた論文では、1906 年と 1918 年に井上

円了が行った朝鮮巡講（１）、1914 年に留学した朝鮮人留学生・李鐘天（２）、

1920 年代初めに存在した東洋大学朝鮮分校設立構想に関する論文（３）な

どがある。今回取り上げる題材は、1920 年 11 月に東洋大学を訪れた朝

鮮の儒教団体についてである。

日本が朝鮮を統治下に置いた植民地時代、朝鮮総督府は、朝鮮人の日

本同化政策として社会の指導者層を対象とした内地（日本）視察を数多

く行った。その中の一つに 1920 年 10 月から 11 月にかけて行った慶尚

北道儒林団による内地視察がある。この視察団は 9 都市 63 カ所を視察
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した。そして 11 月 1 日には東洋大学を訪問している。東洋大学では当

時の学長・境野黄洋を中心に彼らの歓迎会を行った。＜写真 1＞は、こ

の時に撮影された写真である。

この時の歓迎会はどのように行われたのであろうか。また、視察団は

どのようなコースをたどっていたのであろうか。そしてなぜ東洋大学を

訪問したのであろうか。

本論文では、当時の記録を伝える資料をもとに、歓迎会の模様を再現

するとともに、当時の東洋大学と朝鮮との関係について論じる。

本論文の意義は、東洋大学の歴史の一コマを明らかにすることである

が、同時に日本統治時代に大学を舞台として行われた日韓文化交流の具

体的な姿を明らかにすることが出来ることである。これに関する先行研

究はない。
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＜写真 1＞東洋大学で行われた慶尚北道儒林団歓迎会の集合写真（1920 年 11

月 1 日）『東洋哲学』28-1

圃光● 亀 内 # fl鮮 輯 週 歓● 大 洋東-.._~_ ...............、l薗＇一.... 印
つ
て
右
よ
り
〔
詢
列
深
學
散
授
小
見
清
渾
氏、

六
A
U
本
畠
散
授
蔚
田
聾
雲
氏
、
●
党
鵬
畳
ヨ
鱒
鴫
雷

堕
慶
肖
北
覇
参
臭

W
庫
饂
麟
氏
、
本
厚
學
仕
団
野
哲
氏
、
本
學
●
校
土
雇

II氏
、
〔
箪

l-g
*・
蔚
事
輝

a
Ill氏
、
本
學
騎
事
n
一
輪
歎
一

氏
、
四

A
n校
友
會
委

n長
五
十
嵐
光
鷺
氏
、

十
一二
人
＂

＊
・
載
授
軍
徽

喜ぎ洛
清
氏
、【
第
三
列
〕
六
A
U本
學
紋
投
字
＂
胃

人
氏
、
本
厚
散
授
古
絨

a
w氏
、
校
友
會
日
委
ll公
田
邊
孵

知
氏
、
十

A
n娑
授

内

＂
川
平
氏、

〔
後
列
〕
東

m臀
學
tll輯
主
任
W
村
叩
夫
氏
、

九

A
n本
學
歎
授
椰

宋
位
氏
｀
十

一
人

n本
吊
歎
校
沼
波
武
央
氏
、
本
昂
歎
授
羅
桑
駒
宵
氏
、
其
鎗

IIll菫
に
輌
聞
IIJ肴

杓ヽ峯孔 、鑽蛉金 、斗載会 、笥中李、東磁金 、緊鸞金 、/]i/J金 、違柄本、均釦1、帳柑汲、五鵬'J','.11111肩

, ... の"'"'"・重出浅．濤竃,.... 霞 ．闊党螂、鶴在ヽL・術學躯 、董棠金、屈元ヽL、在霞U中、注在景



２．研究資料

「内地視察」とは、朝鮮総督府が朝鮮の人たち、中でも今回取り上げる

儒者や教師など社会の指導者たちに日本の発展ぶりを見せることによ

り、日本に対する好感を呼び起こそうとした日本の意図が入った視察で

ある。その総回数は、明確な研究がないためにわからないが、1920 年代

だけでも 244 回を数えるという（４）。これに 1910 年代、30 年代、40 年

代を加えると、大分大きな数になるのではないかと想定される。

「内地視察」の性格について姜東鎮は次のように整理している。総督

府がこれを本格化させたのは 1920 年代前半期の頃であり、その目的は

「日本支配下で衰微していく植民地朝鮮と、第一次大戦の戦争景気で潤っ

ていた日本を比較させることによって、朝鮮人に「日本の強大性」と「自

立不能」を内容とする「独立不能論」を植えつける政治宣伝の意図から

出た」ものであると述べる（５）。さらに視察団の役割を「観光団は総督

府官吏の引率の下に予定の日程に従って行なわれ、一行には総督府の活

動写真班が同行し、これを国内の政治宣伝に利用した。旅行者は帰国後

は「報告演説会」を開く義務を課され、民衆に日本の「先進性」「強大性」

を宣伝しなければならなかった。これは、当局が彼らをオピニオン・リー

ダーとして地方の親日与論の造成に役立たせようとするもので、御用雑

誌『朝鮮』にはしばしばその報告会の記事が見られる。」と述べている（６）。

今回とりあげる内地視察は、1920 年 10 月から 11 月にかけて慶尚北道

（中心都市は大
テ

邱
グ

）の儒者の人たちが、日本の 9都市 63箇所を視察した

ものであり、この中に東洋大学も含まれている。

この視察を伝える資料には次の３つがある。

①『慶尚北道儒林内地視察感想録』

②東洋大学の記録

③新聞記事

①は朝鮮で発行されたものである。内容は視察団の移動の記録と、訪
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問した場所ごとに詠んだ漢詩をまとめたものである。表題には「慶尚北

道儒林内地視察感想録」とあり、目次に掲げられた題目は「儒林内地視

察感想録」である。奥付はないが刊行時期は、1920 年 11 月頃と推測さ

れる。頁数は総ページ数が 85 頁で別表 2頁ある。表記は漢字ハングル

混じりで、ハングルの部分にはカタカナで日本語の意味が添え書きされ

る。この資料は国内では京都大学と東洋大学図書館にしか残っていな

い。東洋大学にある理由は、東洋大学が視察地に入っていたため、帰国

後に朝鮮から贈られたものと推測される。

②は東洋大学が刊行していた雑誌『東洋哲学』28巻 1号（1921 年 1 月

発行）である。そこには二つの記事がある。一つは歓迎会の様子を漢文

で記録した内田周平「招邀朝鮮儒生記」である。内田（1854-1944）は、

明治から昭和前期にかけての中国哲学者で、遠江（静岡県）出身。東京

大学卒。号は遠湖。学習院講師、五高教授などを経て明治 31 年から哲

学館教授になり、儒学、ハルトマン美学を教えた。昭和 19 年に 91歳で

亡くなった。著作に「寛政三博士の学勲」「遠湖文髄」などがある。当時

の年齢は 66歳である。もう一つの資料は、漢学の講師・土屋弘（鳳洲）

（1840-1926）が儒者たちに歓迎の漢詩を呈し、それに対して翌日、儒者

たちの中、17人が次韻して返詩した「与朝鮮儒林唱和詩」である。土屋

は岸和田藩儒で勤王家であり、華族女学校と東洋大学の教授を務めた。

また天皇に進講する宮中御講書始御進講を務め、大正 15年（1926）に 86

才で没した。朝鮮儒者を接遇した時は 80歳であった。

③は読売新聞（1920 年 11 月 2 日付）、朝日新聞（1920 年 11 月 2 日付）、

毎日申報（1920 年 11 月 3 日付）などである。

今回の発表では、主として『東洋哲学』に収録された内田周平の記事

をもとに、朝鮮儒者たちと東洋大学の教職員との交流を再現する。まず

『感想録』をもとに視察団員と視察日程について概観する。
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３．視察団員と視察日程

３−１．視察団員および同行者

団長は申錫麟 1名で、団員は 22名、同行者は 7 名で総計 30名である。

『感想録』の記載から、それぞれの身分、住所、氏名（年齢）を＜表 1 ＞

にまとめた。

団員の多くは両班であり、社会の指導層であった。また後で内田周平

の記事の中に出るが、彼らのような朝鮮時代の両班たちは植民地時代に

儒道振興会や矯風会などの会を設立する。しかしこれらの団体は日本が

後援した親日団体であった（７）。
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＜表１＞視察団員および同行者

同6

団長1

同5

団員2

同4

身分

同3

同10

同9

同8

同7

金載斗（43）

李中堉（50）

金泰東（51）

金鎮懿（65）

金浩昌（41）

李柄達（60）

申郁均（68）

張相轍（51）

尹弼五（60）

申錫麟

氏名（年齢）

同11

慶州郡川北面同12

盈徳郡丑山面

英陽郡立岩面

同 礼安面

安東郡豊西面

安東郡西後面

義城郡点谷郡

同 城北面

達城郡寿城面

同

大邱府

住所

金暢鎮（67）

金元熙（45）星州郡聖厳面同15

朴龍在（36）清道郡大城面同14

張在洙（40）慶山郡慈仁面同13

孔鎣å（53）

金秉奎（45）金泉面鳳山面同17

李尚万（59）漆谷郡倭館面同16

趙学衍（30）北州郡北州面同18

22

î元慶（52）醴泉郡豊壌面同21

金在龍（51）聞慶郡同20

柳弘佑（34）同同19

同行者24

官職

姜浚（52）奉化面乃城面同23

丁厚燮（39）栄州郡安定面同

朝鮮総督府郡

書記

同27

諸富覚一同同26

金秉泰朝鮮総督府道

書記

同25

福島百蔵大邱公立農業

学校長

坂本三郎慶尚北道 雇

員

同30

金奎燮同同29

盧炳龍同同28

金泳華



３−２．視察日程表

続いて視察の日程表を整理すると＜表２＞のようになる。
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＜表２＞視察日程表

視察箇所

10.221

265

232

254

月日

243

309

猿沢池、物産陳列所、春日神社、

大仏殿、帝室博物館、興福寺

298

法隆寺

造幣局、大阪城、築港、心斎橋

筋、千日前、道頓堀

287

天王寺公園、市民博物館、新世

界、朝日新聞社

276

横須賀AM8:46

宇治山田

PM3:39

奈良 PM4:39

法隆寺

AM11:00

大阪AM5:43

到着

二重橋

海軍航空隊、金剛艦、海軍工廠

3110

伊勢大神宮参拝、徴古館、農業

館

11.111

横須賀 PM0:35

宇治山田

PM3:40

奈良AM10:54

法隆寺 PM4:37

大阪、湊町

AM9:18

大邱 PM3:52

出発

東京 PM2:45

414

後楽園、上野公園、昌平黌313

王世子殿下御用邸、赤十字病院、

斎藤総督邸、三越

212

靖国神社、遊就館、東洋大学

同

大阪

（車中）

（船中）

宿泊地

東照宮日光 PM2:40上野 AM10:00616

埼玉県入間郡高麗村、聖天院、

高麗神社

埼玉県高麗村往

復

東京 AM6:00515

新宿御苑、明治神宮参拝

日光 AM10:30717

日光

同

同

同

同

同

東京

横須賀

宇治山田

同

奈良

帝国図書館、帝室博物館同919

帝国製麻株式会社日光工場東京上野 PM3:40中禅寺AM7:30818

大g殿、中禅寺湖、華厳滝中禅寺中禅寺 PM2:20

I I 



以上を整理すると次のようになる。

まず訪問した都市は９か所であり、それは大阪、奈良、宇治山田、横

須賀、東京、日光、興津、京都、広島である。続いて訪問場所は 63 カ所

である。それを筆者の判断で次の 14 の分野に分類した。

第一に、天皇関係としては、二重橋（東京）、桃山御陵（＝明治天皇陵）

参拝（京都）である。第二に、総督府関連としては、斎藤総督邸（東京）

である。第三に神社、寺院関係としては、春日神社（奈良）、伊勢神宮（三

重）、靖国神社（東京）、明治神宮（東京）、乃木神社（京都）、厳島神社

（広島）、高麗神社、聖天院（埼玉）、東照宮（日光）、法隆寺（奈良）、大

仏殿（奈良）、興福寺（奈良）、清見寺（静岡）、東西本願寺（京都）、五

重塔（広島）がある。第四に朝鮮関連としては、王世子殿下御用邸（東

京）がある。第五に繁華街としては、新世界、心斎橋、千日前、道頓堀

（大阪）があり、第六に、百貨店としては三越（東京）がある。第七に、

農業関連としては農商務省興津園芸試験場、県立農事試験場（静岡）が

あり、第八に、会社としては朝日新聞社（大阪）があり、第九に大学と

しては、東洋大学（東京）、帝国大学（京都）、第一高等女学校（京都）
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20

厳島厳島 PM10:00京都 AM7:501424

厳島神社、大元公園、紅葉谷公

園、千畳閣、五重塔

(船中)厳島正午1525

興津興津 PM7:32東京 PM1:3510

1222

清見寺、農商務省興津園芸試験

場、県立農事試験場

静岡 PM2:56興津 PM2:201121

御所拝観、第一高等女学校、帝

国大学、商品陳列所、インクラ

イン

同1323

大邱 PM1:581626

(車中)静岡 PM7:03

桃山御陵参拝、乃木神社、東西

本願寺

京都京都 AM5:10



がある。第十に病院としては赤十字病院（東京）があり、第十一に博物

館、図書館としては市民博物館（大阪）、帝室博物館（奈良）、帝国図書

館（東京）、帝室博物館（東京）がある。第十二に、軍事施設としては、

海軍航空隊、金剛艦、海軍工廠（横須賀）がある。第十三に、景勝地と

しては中禅寺湖、華厳の滝、千畳閣がある。第十四に、公園としては、

天王寺公園（大阪）、新宿御苑（東京）、上野公園（東京）、後楽園（東京）、

大元公園、紅葉谷公園がある。

これら十四の分野、天皇、総督府、神社・寺院、朝鮮関連、繁華街、

百貨店、農業、会社、大学、病院、博物館、図書館、軍事施設、景勝地、

公園により、日本政府が日本の伝統文化と文明を誇示したかったことが

わかる。

中でも注目されるのは 11 月 5日に訪問した埼玉県の高麗神社である。

ここは奈良時代に関東近辺にいた高句麗の遺民を現在の埼玉県日高市に

移住させ、その際のリーダーである若光が亡くなったのちにその遺徳を

偲ぶために作られた神社で、現在も続いている。当時の日本当局者がこ

こを視察団の訪問地に選定したのは、朝鮮人の同化を進めるにあたり、

奈良時代の高句麗遺民の姿が、朝鮮人同化の「生きた証拠」とされたた

めである。これについては筆者が 2016 年に論文を書いている（８）。

続いて教育機関に着目すると、大学で訪れているのは東京では東洋大

学、京都では帝国大学（京都大学）の二校である。これだけ見ても、当

時、日本当局が東洋大学に着目していたことがわかるが、その理由につ

いてはのちに触れることにして、まずは訪問の模様を当時の資料をもと

に再現する。

４．東洋大学での歓迎会

1920 年 11 月 1 日の午後、朝鮮の儒者たちが東洋大学を訪問し、歓迎

会が催された。東洋大学から出席したのは＜表 3 ＞の 17 名である。内

84 (189)



訳は、教授が 11名、職員が 6名である。教授については『東洋大学一覧』

（1918 年）をもとに担当科目を記した。

４−１．内田周平「招邀朝鮮儒生記」に見る歓迎会の様子
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＜写真 2＞内田周平「招邀朝鮮儒生

記」（『東洋哲学』28-1）

＜表３＞歓迎会出席者

教授6

学長1

教授5

前学長2

教授4

職名

教授3

教授8

教授7

宗教哲学

支那哲学

漢文学

漢文学

支那哲学

漢文学

仏教学

仏教史

備考

柳宗悦

宇野哲人

古城貞吉

東敬浩

内田周平

土屋弘

前田慧雲

境野哲

氏名

教授10

教授9

国文学

史学

教授11

三輪政一幹事12

小見清潭

沼波武夫

高桑駒吉

漢文学

委員長五十嵐光龍校友会15

内丸輝義事務主任14

郷白厳幹事13

編輯主任吉村幸夫東洋哲学17

副委員長田辺善知校友会16

＜写真 3＞土屋弘（鳳洲）「与朝鮮儒

林唱和詩」（『東洋哲学』28-1）
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続いて歓迎会の模様を記した内田周平「招邀朝鮮儒生記（朝鮮儒生を迎

えるの記）」を紹介する。これは漢文で記される（＜写真 2＞）が、筆者

が現代語にしたものを少しずつ区切って示す。

（1）前日の出迎え

大正 9 年 10 月 31 日午後、朝鮮の儒生が東京に入った。私は東洋

大学主事の三輪（政一）君と駅に迎えに行った。儒生は 25人。引率

者は申錫麟といい、慶尚北道の参与官である。案内するのは福島百

蔵で大邱農業の校長である。私は三輪君を介して二人と名刺交換を

した。儒生のほかに朝鮮総督府の役人、通訳者、新聞社主筆がおり、

合計 31名であった。

儒者たちが東洋大学を訪問する前日から記録が始まる。それによれば

内田周平と三輪政一が東京駅に迎えに行く場面である。後述するが、三

輪政一は当時、東洋大学幹事であり境野に次ぐ位置にあったと思われる。

過去に朝鮮で日本語学校を運営しており、朝鮮の事情に詳しい。一行の

中には朝鮮総督府の役人、通訳者、新聞社主筆がいた。この中、新聞社

主筆とは、朝鮮の新聞『毎日申報』社長の加藤のことと思われる。

（2）歓迎の準備

翌日、東洋大学学長・境野君は、午前 11 時に一行を迎え講堂で接

待しようとした。私は同職である土屋鳳洲、古城貞吉、小見清潭な

どとともに準備をした。堂上には孔子の画像を掲げ、その左側の机

の上には朝鮮の古い刊本を数十部並べた。右側の壁には和漢の名書

画を 20余幅展示して観覧に備えた。
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ここには儒者たちを迎える歓迎の準備の様子が説かれる。担当したの

は内田に加え、土屋、古城、小見であり、いずれも中国関係の学者であ

る。場所は東洋大学の講堂である。ステージの上には儒者たちを迎える

べく孔子の肖像画を掲げ、左側の机には朝鮮の刊本を、右側の壁には和

漢の名書画をかけている。この中、朝鮮の刊本は、内田の後に出る記述

と儒者たちの記録から、李退渓註の『朱子行状』、日本で翻刻された退渓

の『聖学十図』、『戊申封事』、『自省録』、柳西崖の『懲毖録』である。こ

の中では李退渓の著作が多いことが注意される。後に内田は李退渓の子

孫と交流する。

（3）出迎え

この日、儒生は神田の旅館を出て、いろいろな場所を巡ったため

に到着が遅れ、着いた時には午後であった。慶尚北道書記の金秉泰、

金泳華、京城日報記者の洪木春、東京毎夕新聞、中央新聞、中外日

報、万通信の 4社の人々も一緒であった。歓迎会の参加人数は合計

60余名であった。私は土屋鳳洲、古城貞吉、小見清潭などとともに

班を分けて接待した。

まず儒者たちの到着が遅れたことが記される。旅程表によれば、東洋

大学訪問の前に靖国神社と遊就館を訪問している。視察団には、道書記

が 2名、4社の新聞記者 4名も一緒であり、歓迎会の参加人数は 60名を

超えたという。ここで冒頭に掲げた＜写真 1＞に写った人物を数えてみ

ると 51 人が確認できる。そして会場では中国関係の教授が手分けして

接待したことがわかる。

（4）境野学長の乾杯と土屋鳳洲の漢詩
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座席が定まり、境野学長が起って歓迎の意を述べた。それは簡潔

で要を得たものであった。これに対して申君も起って答辞を述べ

た。それは詳しく懇切なものであった。洪木春が通訳をした。接待

の酒食はみな中国の料理人が作ったものであり、美味しく分量も豊

富であった。酒に進もうとした時、土屋鳳洲氏が（儒生をねぎらい、

友好を述べる）漢詩を唱えた。申君もまた立って感謝を述べた。そ

して明日に土屋の漢詩の韻を踏んだ応答の漢詩を準備することを約

束した。申君は、年は 50 に近く、断髪して洋服を着ている。その他

は年のころ 40 から 60 で、みな厳然と旧式の衣服と冠を被っている。

境野の挨拶である。料理は中国の料理人ということから中華料理と思

われる。そして土屋鳳洲による漢詩の朗誦が行われた。＜写真 3＞視察

団の中で団長の申錫麟だけが洋装で、残りは伝統の服装である。

土屋鳳洲の漢詩は次のものである。

観光嘉客入東京。欲託吟毫慰旅情。玄海層瀾盪胸壮。駿峰積雪射眸

明。米欧元識非同種。魯衛従来是弟兄。韓孟忘形我何敢。唯期把臂

話平生。

（大意）大事なお客さんが観光のために東京に入った。私は旅情を

慰めるために漢詩に託そうと思う。玄界灘の波は胸を洗い、富士山

の雪は眸を刺した。（日本と朝鮮は、）欧米と同じ種族ではないこと

はわかっており、魯と衛のようにもとより兄弟の仲である。（唐代

の詩人の）韓愈と孟郊はとても仲がよかったという。（そのように）

われわれも交際したいものである。
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これに対して申錫麟が呈した漢詩は次のものである。

今我朝天到帝京。満堂和気一家情。潤身道徳為師表。華国文章際聖

明。何論隔海限東北。恐致鬩墻傷弟兄。黌舎難容真可楽。英材尽是

魯諸生。

（大意）私たちは帝都に到着した。今いる講堂には和やかな気が満

ち家族であるかのようだ。（私たちは）身を潤すに道徳を師として

いる。華国の文章は聖明に際だっている。どうして海を隔てて東北

を限るのか（＝日本と朝鮮を区別するのか）。（そうしていたら）お

そらく兄弟同士の争いが起こるであろう。東洋大学の校舎は狭い

が、それは本当にすばらしい。優れた人材はみな魯の諸生（孔子の

教えを継承する者）である。

（5）同じテーブルに座った人の人物評

私は金鎮懿氏、尹弼五氏、金浩昌氏、趙学衍氏らと同じテーブル

であった。金鎮懿氏は安東郡西後面金渓洞の人であり正三品であ

る。大邱儒道振興会の掌議である。年は 65で一行中の長老である。

その 10世祖先は鶴峰といい、かつて副使として江戸に来たことが

ある。尹弼五氏は従七位で大邱矯風会の会長である。詳しい出身な

どはわからない。金浩昌氏は義城郡点谷郡松内洞の人で、両班の名

門である。前の面長である。面とは村という意味である。趙学衍氏

は尚州郡尚州面仁鳳里の人で、また両班の名門である。大富豪であ

るという。私は左右を見まわして乾杯をしながら金鎮懿氏と筆談を

行った。
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ここでは同じテーブルになった金鎮懿、尹弼五、金浩昌、趙学衍につ

いての人物が紹介される。金鎮懿は大邱儒道振興会の掌議であり、一行

の中の長老であるという。同行者のリストを見ると、年齢は 67 歳の金

暢鎮に次ぐ。その祖先である鶴峰は副使として来日したことがあるとい

う。調べてみると、この鶴峰とは 1590 年に日本に通信副使として豊臣

秀吉に朝鮮侵略の意図があるか否かを調べに行き、侵略しないであろう

との報告をした金誠一のことである。尹弼五は大邱矯風会の会長であ

る。金浩昌、趙学衍は両班の名門である。

（6）李退渓の子孫との交流（1）

福島校長が私のそばに来て、李退渓の子孫が一行の中にいること

を告げた。私がお目にかかりたいというと、校長が彼のところに案

内してくれた。その子孫の名前は中堉といい年は 50 前後である。

彼は私を見てたいそう喜んだ。そして通訳を介して私に質問する

に、「聞くところによれば、昔、玉水という人がいて、私の祖先（李

退渓）の文集を刊行したといいます。その玉水とはどのような人で

しょうか」と。私は筆談で答えた。「それは村士
すぐり

宗章という人で彼

の号が玉水です。江戸の優れた儒者で、その校訂刊行した『李退渓

書抄』10巻と、『朱子書節要』はともに世の中に流通しています。私

は李退渓の言行録を読み、ますます李退渓先生の学徳に感心しまし

た。今、先生の子孫にお目にかかれて喜びに堪えません」というと、

中堉氏は恐縮して感謝を述べた。

李退渓（1501-1570）は朝鮮時代を代表する儒学者であり、江戸時代の

日本の儒学にも大きな影響を与えた。陶山書院を設立し後進の育成と儒

学研究に尽力した。内田はその子孫である中堉と交流しているのであ
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る。そして中堉が内田に、日本人で自分の祖先の文集を刊行した村士宗

章について質問した。

村士宗章は村士玉水（すぐりぎょくすい）（1729-1776）で江戸時代中

期の儒者である。稲葉迂斎に師事し、江戸で私塾をひらいた。備後福山

藩につかえたともいう。門人に服部栗斎、岡田寒泉らがいる。名は宗章。

字は行蔵。別号に一斎。姓は「むらじ」ともよむ。著作に「一斎先生雅

言」「玉水文草」などがある。『李退渓書抄』の刊本は文化 6 年（1809）

のものが残っている。

中堉が日本に来る前から村士宗章の『李退渓書抄』を知っていたのは、

江戸時代にすでにその本が朝鮮の李退渓の子孫に伝わっていたからであ

る。それは江戸時代の文化 8年（1811）に、徳川 11 代将軍の家斉の就任

を祝う朝鮮通信使として来日した使節が日本側から本書を贈られ、それ

が李退渓の子孫に伝わったものであるという（９）。

さらに内田は中堉に、自分が李退渓の書物を読んでおり、その子孫に

会えて光栄であることを述べ、それを聞いた中堉は恐縮している。ここ

に儒教文化を通した、日韓の文化交流の姿を見ることができる。

（7）李退渓の子孫との交流（2）

私が机の上に並べたのは、朝鮮古書の退渓註の『朱子行状』およ

び本邦で翻刻された退渓の『聖学十図』、『戊辰封事』、『自省録』な

どの書である。中堉氏は熱心にこれらを見ていた。翌日披露され

た、土屋氏の漢詩の韻を踏んだ漢詩の中で、中堉氏の詩に「祖先が

聖学を図ることを拝覧した。この時、不肖に生まれたことを感じた」

という句があった。

ここで机に並べたとは、ステージの上の孔子の肖像画の左側にあった
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朝鮮古書であろう。それらの中、『聖学十図』、『戊辰封事』、『自省録』な

どの李退渓の代表作が並ぶ。自分の祖先の書物が日本で重視されている

ことを知り、中堉氏は興奮していたと思われる。それを証明するように、

翌日の漢詩の中に自分のことを不肖と表現している（10）。

（8）大邱について

中堉氏の出身は安東郡礼安面西部洞である。李退渓が建てた陶山

精舎もまた同じ郡の陶山面にある。大邱からはそんなに遠くないと

いう。振り返ってみると、慶尚北道は昔、新羅に属していた。新羅

王子の天日槍（あめのひぼこ）が帰化したのは垂仁天皇のころであ

る。おもうに（慶尚北道は）韓国の中で日本と近く交流も古くから

ある。そして大邱は現在、慶尚北道の要衝の地である。また李退渓

などが出てこの地を教化してきた。故に、長い年月が流れたが、家

名は伝わり儒教が盛んであり、我々と交流している。彼らが作った

団体は、「振道」、「矯風」という。その名前からその志がわかるでは

ないか。しかし、こうした動きを他道の人々は邪道であると批判し

ているという。申君は日本語がわかり、また古今のことにも詳しい

ので、私と長話をし、意気投合した。

ここでは大邱の土地について、日本との交流があること、現代では慶

尚北道の要衝であることなどが説かれる。そしてそこに「振道」、「矯風」

などの名をつけた儒教団体が存在するが、それらは他の道から批判され

ているという。ここに保守的な大邱、慶尚北道と他道との違いが感じる

ことができる。

（9）散会にあたって

92 (181)



会合は夕方に散会した。別れるにあたり、境野学長は東洋大学が

刊行した書物 4種を、土屋鳳洲氏は自分の詩集を献呈した。私は申

君には大正詩文１冊を贈り、李氏には碩水先生遺書１帙を贈った。

散会にあたり、東洋大学側から様々な贈り物が贈られた。境野学長が

贈呈した書物は、①『老子通』、②『井上円了先生』、③『東洋大学一覧』、

④『東洋哲学』である（11）。土屋鳳洲が献呈した自分の詩集とは、『晩晴

楼詩鈔』（1908 年）である。最後に内田が申錫麟に贈呈した「大正詩文」

とは、1910 年代から 20 年代に存在した漢詩の雑誌のことと思われる。

発行は雅文会。李氏とは李退渓の子孫の中堉であろう。彼に贈った「碩

水先生の遺書」とは、幕末から明治時代の儒者の楠本碩水（1832-1916）

の『碩水先生遺書』と思われる。楠本碩水は、広瀬淡窓、佐藤一斎らに

朱子学をまなび、肥前平戸藩の藩校維新館教授となり、維新後は大学少

博士となる。明治 14 年に兄とともに郷里の長崎県針尾島で鳳鳴書院を

ひらいた。大正 5年に逝去。名は孚嘉。字は吉甫。通称は謙三郎。著作

に「聖学要領」「碩水文草」などがある。内田周平は五高にいた時に碩水

のもとを訪れていたという。この『碩水先生遺書』は楠本会により編集

され、大正 7年に刊行されている。

以上、内田周平が記した記録を見てきた。ここから窺えるのは、中国

学者として朝鮮儒教を尊敬していた内田が、その子孫に出会えたという

感激である。当時の日本と朝鮮半島との関係を考えると、日本統治下に

置かれていたわけであり、人によっては朝鮮の人々を下に見る人々もい

たと思われるが、内田の記録からはそれは感じられない。そして、この

歓迎会自体が、現代にも通じるような相手を尊重した形での文化交流の

場であったことがわかる。
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４−２．儒者側の感想：『感想録』の東洋大学記事

続いて『感想録』の東洋大学記事を見る。これは漢文で記されている

ので現代語にした。

校舎が広大で生徒が 2300名である。うち大学生 600名の中、朝

鮮人は 30名である。中学生は 800名、実業学校生徒は 700名、幼稚

園は 200名である。大学長は境野哲、前学長文学博士・前田慧雲、

教授・土屋弘、内田周平、東敬浩、古城貞吉、文学博士・宇野哲人、

文学宗教長・柳宗悦、文学士・高桑駒吉、文学博士・沼波武夫、小

見清潭、幹事・三輪政一、郷白厳、事務主任・内丸輝義、教官会委

員長・五十嵐光龍、同副委員長・田辺善知、東洋哲学編集主任・幸
ママ

村幸夫、諸子が集会して歓迎し、親切の情と款厚の礼を施し、午餐

の饗応があった。学長境野哲氏の挨拶の中、儒教振興に関する適切

な言論あるにより、団長・申参与観の同情を表する答辞があった。

当大学は漢文を主とし、壁上に孔子像を掛け、机の上にある書籍の

中には朱子行状、戊申封事、李退溪先生の聖学十図および自省録、

柳西崖先生の懲毖録がある。教授・土屋弘氏は経筵侍講官であり本

学の教授も兼ねているが、学文が豊かで、年齢は 70余歳である。教

人不倦であり自分が著わした詩集一巻ずつを団員に寄贈し、一律を

贈与したのに対して団員がこれに応えた。

これは事務的な記録が中心となっているが、「学長境野哲氏の挨拶の

中、儒教振興に関する適切な言論あるにより、団長・申参与観の同情を

表する答辞があった。」という部分には共感を覚えた部分があったと思

われる。さらに土屋弘については天皇への進講を務めた人物ということ

が関心を持たれたと思われ、土屋に関する記録がある。

４−３．新聞記事
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最後にこの模様を報道した新聞記事を３本掲げる。一つは読売新聞、

もう一つは韓国で刊行された毎日申報である。読売新聞（1920 年 11 月

2 日付）では「融和の宴」と題され、次の記事がある。

小石川区東洋大学では朝鮮慶尚北道主催の下に来朝した儒林内地

視察団一行三十名を昨日正午から自校講堂に招待、境野学長、前田、

宇野両博士以下、数十名の教授出席して午餐を共にし団長慶尚北道

参与官申錫麟氏、一行を代表して謝辞を述べたが、大に日鮮融和の

実を挙げ主客共に歓を尽して午後四時散会した。一行は来る五日、

日光に行き、十四日帰鮮する由。

続いて朝日新聞では「東洋大学に於ける朝鮮儒生歓迎」と題し、次の

記事がある。

去る一日入京せる朝鮮儒生観光団二十余名は、団長慶尚北道参与

官申錫麟氏に率ゐられ随員一同と共に神田旭楼に投宿し、二日朝、

宮城前にて一拝を遂げ、直に小石川東洋大学に於ける歓迎会に臨み

たり。東洋大学にては、土屋弘、内田周平、宇野哲人、古城貞吉、

東敬治、小見清潭等、漢文科諸教授を接待員とし、講堂内に朝鮮関

係の図書を陳列して一行の展覧に供し、各新聞記者等七十余名と共

に食卓に着き、境野学長の歓迎の辞に次ぎ申団長の謝辞あり、食後

閑談交歓午後五時に及び、頗る一行の満足を買ひたりと。

最後に朝鮮で刊行された毎日申報（1920 年 11 月 3 日付）は「本社長招

待 宴に行った儒生団一行」として次の記事がある。

先月 31 日に東京に到着した慶北道庁主催の儒生団一行は、1日午
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前 11 時から小石川の東洋大学の歓迎会に出席し主客席を共にし、

境野学長の丁重なる歓迎の言葉があり、それに対して申参与官の答

辞があった。午餐に移り、様々な歓談を交換し、記念撮影をした後、

解散したのは午後 4時であった。出席者の中、土屋鳳洲、前田慧雲

その他、有名なソンビ（筆者：韓国語で儒者の意）たちが集まり、

近来稀に見る盛会であった。（後略）

５．なぜ東洋大学を訪問したか？

続いて、朝鮮儒者たちがなぜ東洋大学を訪問したかを考察する。これ

には１）井上円了が朝鮮総督府の嘱託として朝鮮を巡回講演したこと、

２）当時、大学のナンバー２で、朝鮮通であった三輪政一の存在が関係

すると考える。これについては筆者が 2014 年に「まぼろしの東洋大学

朝鮮分校」を発表しておりそこに詳しく書いているが、それをもとに整

理する。

1918 年 5月、当時、国民道徳普及会会長であった井上円了は朝鮮総督

府の嘱託として朝鮮を巡回講演した。帰国後円了は、朝鮮に大学を作る

ことを提案した。これが東洋大学朝鮮分校構想の発端となる。

同年 6月境野哲が第四代の東洋大学学長に就任した。境野が直面した

のは大学昇格問題であった。これは文部省が大学令を出し、一定の条件

を備えれば私立大学も国立大学と同じ地位になるというものであった。

しかしその条件の一つが巨額の準備金を用意することであった。その一

環として境野は朝鮮に土地の払い下げを計画した。ここでもう一つの

ファクター、三輪政一が登場する。三輪は恐らく東洋大学出身で、明治

30 年代に朝鮮に渡り日本語学校を経営していた。日韓併合前に帰国し、

社会事業に従事すると同時に境野らが主導していた新仏教運動に参加す

る。やがて東洋大学の運営に参加するようになり 1919 年には実質的に
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学長に次ぐナンバー 2の地位に登る。三輪は境野の朝鮮土地払い下げに

関連して、円了の遺志である東洋大学朝鮮分校構想を具体化させたと見

られる。そして 1920 年 8 月、朝鮮総督府が東洋大学の分校設置の内諾

を行った。それから 3カ月後に朝鮮儒者たちが東洋大学を訪問している

のである。

ここから考えると、朝鮮儒者たちの東洋大学訪問の背景に、三輪によ

る東洋大学朝鮮分校構想があった可能性が高いと思われる。以後、東洋

大学と朝鮮の関係は活発になる。翌年の 1921 年 10 月には朝鮮慶尚北道

第二次視察団 24名が来校し歓迎会が開催された。さらに 1922 年の 4月

には朝鮮の江原道儒道闡明会内地視察団 32名が来校し、5月には朝鮮儒

道大同学会主幹の崔永年が来校し、歓迎会が開催されている。

しかし 1923 年 5月に起こった「大正 12 年の紛擾事件」以後、朝鮮と

のつながりは見えなくなる。この事件は、境野学長がある幹事を解職し

たことに端を発し、これに反対する教授陣および校友が学長および三輪

政一を激しく非難し、騒動につながった事件である。そして 6月、過激

派学生が学長室に乱入して境野と三輪を殴打し、両者は重傷を負った。

これに対して文部省は境野の学長認可を取り消し、また三輪も東洋大学

を去ることになった。

６．結語

以上、1920 年の儒者たちの東洋大学訪問について見てきた。まとめる

と次のようになる。

第一に、儒者たちは朝鮮総督府が主導する内地視察の目的で来日し、

その中で東洋大学も訪問した。

第二に、東洋大学で行われた歓迎会の様子は、内田周平の記録からう

かがうことができた。すなわち、境野の挨拶と申錫麟の答辞、土屋の発

題による漢詩の交換、食事の様子、内田と筆談した儒者、また李退溪の

1920 年、朝鮮儒者の東洋大学訪問 97 (176)



子孫との交流、別れ際に献呈した書籍などである。

第三に、内田の記録からは、朝鮮儒教の本場の人々との出会い、中で

も日本でも著名であった李退渓の子孫と交流したことの喜びが伝わって

くる。このように両国に共通する伝統文化を通した交流があったことは

注目される。

第四に、儒者たちが東洋大学を訪問した理由は、当時東洋大学ナンバー

２で、朝鮮通であった三輪政一が関わっていることが推測された。すな

わち円了の遺志であるとともに三輪の構想による東洋大学朝鮮分校構想

が軌道に乗った時期であり、さらに東洋大学と朝鮮との関係が最も緊密

であった時期であった。しかし「大正 12 年の紛擾事件」により境野と三

輪が失脚すると、朝鮮とのつながりも見えなくなる。

今回は紙幅の関係で、1921 年、22 年の視察団については扱うことがで

きなかったので別稿で取り上げることにする。
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＜関連年表＞

明治 431910

大正 71918

和暦

大正 81919

西暦

3 月 朝鮮で 3.1運動

8 月 斎藤実朝鮮総督就

任

9 月 原敬総理就任

8 月 日韓併合

一般事項

1 月 境野哲「東洋大学基本金

募集趣意書」発表

この年、三輪政一、東洋大学幹

事に就任

6 月 井上円了、中国大連での

講演中、死去

5月 井上円了、朝鮮総督府の

嘱託として朝鮮を巡回講演し、

朝鮮に対して日本への同化を訴

える。帰国後、朝鮮大学の設立

を説く。

6月 境野哲（黄洋）、第 4代学

長に就任

東洋大学事項



1920 年、朝鮮儒者の東洋大学訪問 99 (174)

大正 111922

大正 101921

大正 91920

大正 121923

9 月 関東大震災

11 月 原敬暗殺さる

高橋是清総理就任

5月「大正 12 年の紛擾事件」起

こる。

6 月境野と三輪、過激学生から

暴行受け負傷。

境野、学長認可取消。三輪も東

洋大学を去る。

1月 「慶農齋を移建して」（『東

亜日報』）

柳宗悦が朝鮮を訪問、その目的

の一つが東洋大学分校の土地調

査

4 月 朝鮮江原道儒道闡明会内

地視察団（32名）来校

5月 朝鮮儒道大同学会主幹・

崔永年の歓迎会開催

10 月 境野哲、朝鮮各地視察

（ただし朝鮮分校に言及せず）

8 月 「東洋大学分校設置計画」

（『毎日申報』、『朝鮮日報』）→大

学設置の承諾

10 月 朝鮮慶尚北道第二次視

察団（24名来校）歓迎会開催

5月 朝鮮留学生同窓会、新入

学朝鮮学生の歓迎会開催

7月 「朝鮮総督府、東洋大学京

城分校認可」報道（『朝日新聞』）

→大学設置の内諾

11 月 朝鮮儒林内地観光団、

東洋大学訪問

＊本略年表は、『東洋大学百年史』のほか、参考文献に掲げた拙論をもとに作

成した。
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